
令和４年５月２４日 
教育指導課 

教育研究・研修課 
 

「せたがや探究的な学び」の取組みと今後の推進について 
 
１ 主旨 
 急激に変化する社会の中で、幼児・児童・生徒一人一人が社会の担い手として自らが課題
に向き合い判断して行動し、それぞれが思い描く未来を実現できる人材を育成するため、令
和３年度より区立幼稚園及び小・中学校で取り組んでいる「探究プロセス」「共感・協働」
をキーワードにした「せたがや探究的な学び」の推進状況について報告する。 

 
２ これまでの取組みの概要 
（１）推進委員会の設置 
 ・年間８回の委員会を開催 
・委員会の構成 

学識経験者 ：東京大学大学院教育学研究科 教授 藤江 康彦 
   オブザーバー：大館市教育研究所 所長 米澤 貴子 
   教育指導課長、区立園・小中学校長会長、区研究団体会長、研究員（教員） 
 
（２）大館市との交流 《別紙資料１》 
 ・授業公開  

令和３年 11 月５日（金） 経堂小学校３年生「算数」 米澤貴子所長 
 ・大館市への訪問 

 令和３年 11 月７日（日）～９日（火） 大館市マイスターの授業見学・意見交換等 
 
（３）メッセの開催 《別紙資料２》 
 ・日時 

令和４年１月２６日（水）オンラインにより開催（全教員対象） 
 ・内容  

パネルディスカッション「探究のプロセスと共感・協働する学びを重視した学び」 
藤江教授、小野澤氏（静岡県教育委員･元ラグビー日本代表）、教育長 

   ポスターセッション 

研究員（小学校３名、中学校２名） 
 
（４）手引きの作成 《別紙資料３》 
 ・令和４年１月作成、区内全小中学校教員に３月配布 
 ・各種研修、説明会や学校訪問時に手引きを活用した説明会を実施 
 
（５）成果と課題 
 ・「探究的な学び」の目指す方向や具体的な取組みについて共通理解を図ることができた。 
 ・「探究的な学び」に基づいた、教員の指導力向上と実践事例の共有化を推進する。 
 
３ 今後の予定 《別紙資料４》 

・令和４年度 
授業実践・公開、実践事例のデータベースの作成、大館市との交流 

・令和５年度 
各教科等の実践事例データベースの拡充・活用、実践報告会の開催 



 
≪資料１≫             大館市との交流 
 

 「探究型授業」研究の先進自治体である大館市との交流を通して、世田谷区における「探究的

な学び」の一層の推進を図る。 

 

【Ⅰ 授業公開】 

令和３年 11 月５日（金） 経堂小学校３年生「算数」 米澤貴子所長 

１ 授業の概要 

  〇単位分数の個数に着目して、同分母の分数の加法計算の仕方を考え、説明する。 

  ・「身に付けたい力」を明確にした単元構成」、「考えを広め、深めるシンカタイム」の展開、

「自己を見つめ、学びをつなげる振り返り」に重点を置いた授業展開 

 

 

 

 

 

 

 ２ 参加者の声 

  〇導入の場面で、牛乳とコーヒーを実際に出したことで、子どもたちの関心をぐっと惹きつ

けていた。 

  〇子どもたちの発言や挙手の仕方、姿勢など規律を大切にすることで、学習集団全員で課題

解決に向かおうとしていた。 

  〇子どもたちの実態を考え、何を学びたいのか、どうしたいのかといった思いを引き出すこ

とで、主体的・探究的に学習に向かうことができた。 
 

【Ⅱ 大館市への訪問】 

 令和３年 11 月７日（日）～９日（火） 大館市マイスターの授業見学・意見交換等 

１ 目的 

 教師主導型の授業から、子ども主体で探究的な授業への転換を進めていくために、大館市

へ区内小・中学校教員（９名）を派遣し、「探究型授業」を参観することを通して、多様な指

導法や研究内容について学び、それを校内の研究の一層の充実を図るとともに、教員の指導

力向上などの資質・能力の向上を目指す。 

       

２ 実施の概要 

 （１）大館市中央公民館 

講義 テーマ「大館市の教育施策について」 

「派遣先の学校のオリエンテーション」  

講 師 大館市教育委員会 教育長、教育監、指導主事 

（２）大館市授業マイスターの在籍校（７校） 

授業マイスターのマンツーマン研修 

    授業参観、授業に関する協議、意見交換など 

 

 

 

 

 



 
 

３ 参加者の声 

〇子どもたちのあたたかい声かけが印象的だった。お互いの考えを補完しあう発言も多く、

皆で学習し、ゴールに辿り着くという意識の高さを感じた。 

  〇学習の振り返りのレベルを示し、自身の学びを振り返ると共に、次時の意欲にも繋がる振り

返りがどの学級でも行われていた。 

  〇主体的な学びの習慣がついているので、教師が変わっても自分たちで学びを進めることがで

きていた。これは、一朝一夕に身に付くことでなく、日々の積み重ねであると言える。 
〇中学校では、生徒一人一人の「ふるまい」の指導を大切にし、「学びかた」「集いかた」「挑み

かた」「暮らしかた」４つの面から子どもたち自身にも、考えさせながら成長を促していた。 
 
【Ⅲ 成果と課題】 

 １ 成果 
  〇「探究型授業」を具体的にイメージすることができた。 
  〇授業の構成だけでなく、それを支える学級経営など日常的な指導の大切さを実感できた。 
  〇一部の教員や学校だけの取組みで終わるのではなく、大館市全体で授業改善を図っている

ことが理解できた。 
  〇目新しい取組みとするのではなく、これまでの実践を生かし、再構築することで、「探究

的な学び」へと繋げる必要がある。 
  
２ 課題 
  〇世田谷区の実態に応じた「探究的な学び」を整理する。 
  〇教員が共通理解できる資料の作成と、共有する場を設定する。 
〇区内全校で「探究的な学び」を実践していく上での課題を明らかにする。 



第１セッション
１４：４０～
１５：００

第２セッション
１５：０５～
１５：２５

課題を見いだし、把握するために 安藤 拓也 桜丘小学校 算数
課題を見出し把握する段階において自分たちで学習を進めるこ
とが「せたがや探究的な学び」につながることを伝える。

３つの手だてから協働して学ぶ力を育む 横田 富信 経堂小学校 社会
「探究のプロセス」のうち「協働して学んでいる」ことに焦点
をあてて説明することで、「学習目的の自覚化」「考えの形
成」「話し合い言葉」が重要であることを伝える。

学びの振り返りを次につなげる 田部 敦子 明正小学校
総合的
な学習
の時間

「探究のプロセス」のうち「学びを振り返り、次につなげる」
ことに焦点をあて、3段階の振り返り（１単位時間、１次、年
間）について伝える。

生徒が自ら課題を見いだす 小島 智子 用賀中学校 理科
「生徒が課題を見出し、把握している」点に焦点を当てた実践
「単元計画の作成」から生徒を参加させ、常に課題を意識させ
ること伝える。

「課題解決の方法を考える」にフォーカスして 栃木 昌晃 三宿中学校 国語

「探究のプロセス」のうち「課題解決の方法を考えている」に
ついて取り上げ、シンキングツールにより生徒の考えが広がり
深まった事例から、探究のプロセスを意識した単元計画の重要
性について伝える。

１３：４５～１４：３０

『探究のプロセス』と『共感・協働する学び』を重視した学び

パネラー 東京大学大学院教育学研究科 教 授 藤江 康彦
静岡県教育委員会(元ラグビー日本代表) 教 育 委 員 小野澤 宏時
世田谷区教育委員会 教 育 長 渡部 理枝

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 世田谷区教育委員会 教育指導課長 毛利 元一

①『せたがや探究的な学び』の概要説明
②『せたがや探究的な学び』について
・おおだて型授業における探究的な学び
・小野澤さんの授業（体育）実践報告
・せたがや探究的な学びにおける価値

③『せたがや探究的な学び』を学校で広める際の課題
・子どもとのかかわり
・学校全体での取組へ
・探究的な学びにおける授業の要件

１５：３０～１５：４５ 「第２部の振り返りと今後に期待すること」

≪資料２≫ せたがや探究的な学びメッセ 令和４年１月２６日（水）オンライン開催

【第１部】あいさつ・パネルディスカッション

【第２部】デジタルポスターセッション

【第３部】クロージングトーク

【成果と課題】 〇 区が取り組もうとする方向性が明確になり、「探究的な学び」に対する理解が広がった。
〇 学校における取組み事例を共有化していく必要がある。



～思い描く 未来に 向かって～

『せたがや探究的な学び』の手引き

せたがや

探究的な学び

探究

プロセス

共感・

協働

世田谷区教育委員会 教育長 渡部 理枝

世田谷区では、急激に変化する社会の中で、幼児・児童・生徒一人一人が社会の担
い手として自らが課題に向き合い判断して行動し、それぞれが思い描く未来を実現で
きる人材を育成するため、区独自の「キャリア・未来デザイン教育」を重点として教
育施策を展開しています。

この「キャリア・未来デザイン教育」を実現するためには、「せたがや探究的な学
び」へと学びの質的転換を図る必要があります。「せたがや探究的な学び」とは、世
田谷区の幼児・児童・生徒の実態に即して「探究プロセス」「共感・協働」をキー
ワードにした指導改善の取組みです。

世田谷区の幼児・児童・生徒が、「せたがや探究的な学び」を通して、学んだこと
が社会で役に立つという実感や、将来の夢や目標の実現への意欲、人の役に立つ人間
になりたいといった意志が一層育まれることを目指しています。

区内の全ての教員が幼児・児童・生徒一人一人の成長を強く願い、「せたがや探究
的な学び」を通した日々の指導改善に邁進されることを期待しています。

手引きの活用に当たって



プロセス１：
課題を見いだし、
把握している

学習活動において「探究のプロセス」を繰り返し、

発展させて教育内容や学び方を習得させる

自ら問いをもち、課題を設定する

プロセス４：
学びを振り返り
次につなげている 働かせた見方・考え方や身に付けた力を

振り返り新たな問いを見いだす



見通しをもち、既習事項や各教科の
見方・考え方等を働かせる

3プロセス３：
協働して
学んでいる

プロセス２：
課題解決の
方法を考え
ている

「せたがや探究的な学び」を実現するためには、

幼児・児童・生徒が探究的に学べるようにすることが大事

多様な学びを共有し、
一人一人が個性・能力を発揮する



幼稚園教育要領においては、幼児が身近な環境に主体的に
関われるようにすること、学習指導要領においては「主体
的・対話的で深い学び」の実現が求められている。世田谷区
では、より世田谷の幼児・児童・生徒の実態に即した「せた
がや探究的な学び」を通した指導改善に取り組んでいく。

世田谷区の児童・生徒の実態とはいかなるものであろうか。
一つに「学力は全体としておおむね定着しているが、学んだ
ことが社会で役に立つという実感や、将来の夢や目標の実現
への意欲、人の役に立つ人間になりたいといった意志に課題
が見られる」ことが挙げられる。

学びの中で、自ら課題を発見し、その課題を解決するため
の「探究のプロセス」を繰り返し、発展させていくことを通
して、将来、自己実現を図るために必要な資質・能力を習得
できるような学びを推進していく。



「探究のプロセス」はいろいろな次元のサイクルがあ
り、例えば、教育活動の一瞬に位置付けられることも、
週や日の指導計画、１単位時間や１単元、複数単元や年
間等にまたがって位置付けられることもある。

幼児・児童・生徒が知的好奇心や探究心を喚起し、自
ら「探究のプロセス」を発展させられるように教育活動
をデザインすることが重要である。

自己実現へ



探究して学ぶことの
よさを実感し、
安心して自信を
もって学べる

他者や社会
とつながり
共感・協働

する

「探究のプロセス」を発展させるた
めには幼児・児童・生徒が他者や社会
とつながり学びを広げ深めることが重
要である。

身近な人々、社会、自然等に
関わり、働きかける

そのためには、多様な他者や社会に
自ら働きかけ、他者を共感的に受け止
め尊重し合いながら協働して粘り強く
よりよい課題解決に向けて取り組むこ
との基盤となる非認知的能力が欠かせ
ない。



多様な考え方や捉
え方、個性や能力
を生かし合う

一体感を高め
未知のことへの
挑戦を恐れず
トライ＆エラーで
解決につなげる

互いのよさを
認め合い尊重し合う

協力して試行錯誤しながら
粘り強く取り組む



共感・協働

した学び

調整
力

探究
心

忍耐
力

自己
肯定
感

創造
力

受容

持続
力

意欲
自制
自律

協調
性

集中
力

尊重

共感・協働した学びに関わる様々な非認知的能力を育成するた
めには、幼児期における頭も心も体も動かして対象と直接関わり
ながら総合的に学んでいく経験が重要である。

また、非認知的能力は幼児期だけではなく学齢期やそれ以降大
人になっても多様な経験等を積み重ねることで育まれる。




